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２０１２年１２月５日、１１５歳の日本人男性が世界最長寿者としてギネス世界記録に認定
されました。長寿国として知られる日本に限らず、平均寿命は世界的にも延びる傾向にありま
す。特に成長国（グロース・マーケッツ）や新興国においてそのことは顕著です。その主な要
因としては、近年の急速な経済成長に伴う、公衆衛生の改善、栄養状態の向上、医療の発達な

が げどが挙げられています。

成長国の中でも注目したいのがロシアです。かつてのロシアは世界の主要国の中でも平均寿
命が短い傾向にあり、２０００年時点のロシアの平均寿命は６５.３歳でした。これはもともと
ロシアの自然環境が厳しいうえに、ウォッカ等の強いアルコールを大量に消費することで死亡
率が高いためと言われています。ところが近年の医療の発達などが寄与した結果、２０１１年
の平均寿命は７０ ３歳に達し 死亡者数も前年比５ ６％減少しました（ロシア政府発表）の平均寿命は７０.３歳に達し、死亡者数も前年比５.６％減少しました（ロシア政府発表）。
このため今後のロシア人の先端医療に対する需要を見込み、日本を含む諸外国がロシアの医療
機器市場への参入を視野に入れています。

これまでBRICsの一角として注目されてきたロシアですが、今後、平均寿命が延びることに
よる労働人口の増加、消費市場の拡大などを背景に、更なる経済の活性化が期待されます。

＊｢成長国｣とは、ゴールドマン・サックスが提唱する今後世界経済の成長を牽引するであろう8ヵ国(ブラジル、ロシア、
インド、中国、韓国、トルコ、メキシコ、インドネシア)を指す。
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